
1

琵琶湖における調査結果琵琶湖における調査結果
中間概要中間概要

第第44回回 琵琶湖オオクチバス等琵琶湖オオクチバス等

防除モデル事業調査検討会防除モデル事業調査検討会

資料－３
第4回検討会

平成20年1月16日
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琵琶湖琵琶湖における調査における調査

（（11）琵琶湖における繁殖場マップ情報の収集）琵琶湖における繁殖場マップ情報の収集

（繁殖場アンケート調査）（繁殖場アンケート調査）

•• 繁殖場マップを補完することを目的とし、漁業者による繁殖場マップを補完することを目的とし、漁業者による
オオクチバス等繁殖の目撃情報をオオクチバス等繁殖の目撃情報をアンケートによりアンケートにより収集収集
した。なお、アンケートの実施にあたっては滋賀県漁連した。なお、アンケートの実施にあたっては滋賀県漁連
の協力を仰いだ。の協力を仰いだ。

（（22）防除体制に関する検討）防除体制に関する検討

•• すでに行われている琵琶湖における防除について事例をすでに行われている琵琶湖における防除について事例を
収集・整理収集・整理するする。。

【第5回検討会での報告に向け作業中】【【第第55回検討会での報告に向け作業中回検討会での報告に向け作業中】】
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調査方法

(1)(1)繁殖場アンケート繁殖場アンケート調査内容調査内容

•• アンケートによりアンケートによりオオクチバス等の繁殖目撃オオクチバス等の繁殖目撃情報を収集情報を収集
整理整理（（沿湖沿湖3030漁協漁協）。）。

•• 代表地点において現地踏査を実施。代表地点において現地踏査を実施。
アンケート用紙アンケート用紙アンケート用紙
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調査結果

•• 回答：回答： 1010漁協漁協8181名名

•• 収集事例数：収集事例数：オオクチバスオオクチバス
に関するものに関するもの134134、、ブルーブルー
ギルに関するものギルに関するもの192192

•• これらのうち、繁殖場マッこれらのうち、繁殖場マッ
プに活用可能なプに活用可能な252252データデータ

を使用。を使用。

繁殖場アンケート繁殖場アンケート調査結果調査結果

送付漁協数 回答漁協数 回答率

30 10 33.3

情報事例数

オオクチバス ブルーギル
その他

（未記入含む）

81 134 192 13

協力漁業者数

※※事例数は、人、確認日、魚種、確事例数は、人、確認日、魚種、確
認状況、確認場所ごとに認状況、確認場所ごとに11事例とし事例とし
てカウントてカウント
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調査結果

集計結果①集計結果① 収集情報の整理収集情報の整理

•• オオクチバス、ブルーギルのいずれも、確認時の状況とオオクチバス、ブルーギルのいずれも、確認時の状況と
しては仔魚の群れを確認した事例が多く、地域は湖南でしては仔魚の群れを確認した事例が多く、地域は湖南で
多く、時期は多く、時期は66月に多かった。月に多かった。

オオクチバス
99例

ブルーギル
153例

産卵床を確認

20例

産卵床を

保護している

親魚を確認

16例仔魚の群れを確認

60例

その他3例
湖北

8例

湖西

16例

湖東

35例

湖南

40例

5月

27例

6月

36例

7月

26例

8月

10例

産卵床を確認

23例

産卵床を

保護している

親魚を確認

34例
仔魚の群れを確認

94例

その他2例
湖北

8例

湖西

22例

湖東

44例

湖南

79例

5月

22例

6月

75例

7月

42例

8月

14例

オオクチバス

ブルーギル

状況別状況別 地域別地域別 時期別時期別
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調査結果

集計結果②位置情報集計結果②位置情報((オオクチバスオオクチバス))

産卵情報産卵情報産卵情報 仔魚群れ確認情報仔魚群れ確認情報仔魚群れ確認情報
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調査結果

集計結果②位置情報集計結果②位置情報((ブルーギルブルーギル))

産卵情報産卵情報産卵情報 仔魚群れ確認情報仔魚群れ確認情報仔魚群れ確認情報
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琵琶湖 湖岸

沖合

水生植物帯

浜

港

内湖

流入

(LB) (LB-S)

LB-O

LB-S-R

LB-S-B

LB-S-P

LG

(IF)

情報不足 DD

直立護岸 LB-S-A

流入河川 IF-R

農業用水 IF-A

調査結果

集計結果③産卵環境集計結果③産卵環境

•• アンケート結果および現地踏査結果より、オオクチバスアンケート結果および現地踏査結果より、オオクチバス
等の産卵環境を等の産卵環境を99つに分類し、データの集計を行った。つに分類し、データの集計を行った。

①

②

③

④

⑤⑥

⑦

⑧

⑨
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各産卵環境各産卵環境

LBLB--SS--PP LBLB--SS--AA

LBLB--SS--RR LBLB--SS--BB

LBLB--OO

LLGG

IFIF--RR

（水生植物帯）（水生植物帯） （浜）（浜）

（港）（港） （直立護岸）（直立護岸）

（沖）（沖）

（流入河川）（流入河川）

（内湖）（内湖）
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種 位置環境分類 (記号） 湖北 湖西 湖東 湖南 総計

湖岸 水生植物帯 LB-S-R 1 1 2

浜 LB-S-B 1 1

港 LB-S-P 1 1 2 1 5

直立護岸 LB-S-A 1 1

沖 LB-O 5 5

内湖 LG 14 14

流入 流入河川 IF-R 1 1

農業水路 IF-A 0

情報不足 DD 2 5 7

計 2 4 17 13 36

湖岸 水生植物帯 LB-S-R 1 4 2 7

浜 LB-S-B

港 LB-S-P 3 4 7

直立護岸 LB-S-A 4 4

沖 LB-O 5 5

内湖 LG 17 4 21

流入 流入河川 IF-R 6 6

農業水路 IF-A 0

情報不足 DD 2 5 7

計 1 9 27 20 57

総計 3 13 44 33 93

オ
オ
ク
チ
バ
ス

ブ
ル
ー

ギ
ル

琵
琶
湖

琵
琶
湖

調査結果

集計結果③産卵環境集計結果③産卵環境
•• オオクチバス・ブルーオオクチバス・ブルー
ギルともに、最も情報ギルともに、最も情報
数が多かったのは湖東数が多かったのは湖東
であり、その多くが内であり、その多くが内
湖で確認された。湖で確認された。

•• 湖岸での確認例で多湖岸での確認例で多
かったのは港（オオクかったのは港（オオク
チバス）および水生植チバス）および水生植
物帯（オオクチバス、物帯（オオクチバス、
ブルーギル）であった。ブルーギル）であった。
また、オオクチバス、また、オオクチバス、
ブルーギルともに琵琶ブルーギルともに琵琶
湖の沖での確認事例も湖の沖での確認事例も
多く、これらは全て湖多く、これらは全て湖
南であった。南であった。

産卵場情報の環境分類別事例数産卵場情報の環境分類別事例数産卵場情報の環境分類別事例数



11

調査結果

繁殖実績の更新繁殖実績の更新(2006+2007)(2006+2007)
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考 察

繁殖場マップの見直し繁殖場マップの見直し

生 態 的 知 見
（ 既 往 知 見 ）

繁 殖 場 が 成 立 す る
環 境 要 因 の 抽 出

環境の分布状況
（ 既 往 知 見 ）

繁 殖 場 マ ッ プ
（ 推 定 + 実 績 ）

繁殖場が成立する条件
を満たす場所の抽出

繁殖場情報 （実績）
2006 ヒ ア リ ン グ 結 果
+2007 ア ン ケ ー ト 結 果検証

再比較

見直し

見直し

繁殖 場マ ップ
（ 滋 賀 水 試 ）
（推定+実績）

■水深：水深1.5mより浅い水域

■底質：砂礫底

■植生：ヨシ帯の縁辺部
■波浪：波浪の影響を受けないこと

（2005）

①

②

③
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考 察

①繁殖場成立要因の見直し①繁殖場成立要因の見直し

■水深

ヒアリング調査（ヒアリング調査（20062006）およびアンケート調査（）およびアンケート調査（20072007）では詳細な水）では詳細な水

深情報は得ていない。また、漁業者の目視確認による情報なので、水深情報は得ていない。また、漁業者の目視確認による情報なので、水
深の大きな場所は確認できていないと考えられる。深の大きな場所は確認できていないと考えられる。

⇒従来どおり、繁殖場推定にあたっては「水深約1.5mより浅い水域」
と設定（2007）

「天然湖沼でオオクチバス産卵床が造営される水深は0.5mから4m、
多くの場合1～2m前後」（全内協，1992）

「水深15cm程で、雄のオオクチバスの背鰭が露出する位浅い産卵床も
ある」（全内協，1992）

「（ブルーギル）水深約1.2m以浅」（全内協，1992）

⇒琵琶湖全域規模での繁殖場推定にあたり、「水深1.5mより浅い水
域」と設定（2005）
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考 察

①繁殖場成立要因の見直し①繁殖場成立要因の見直し

■底質

ヒアリング調査（ヒアリング調査（20062006）およびアンケート調査（）およびアンケート調査（20072007）では詳細な底）では詳細な底

質情報は得ていない。アンケート調査後の踏査（オオクチバス産卵場質情報は得ていない。アンケート調査後の踏査（オオクチバス産卵場
77ヵ所、ブルーギル産卵場ヵ所、ブルーギル産卵場1212ヵ所）で、砂礫部分が明らかにない場所ヵ所）で、砂礫部分が明らかにない場所

はなかった。はなかった。

⇒従来どおり、「砂礫底」と設定（2007）

「（オオクチバス）砂～砂礫」（淀，2002）

「（ブルーギル）砂底～礫底」（北島・森，2003）

「（ブルーギル）砂地」（寺島，1980）

「（ブルーギル）石積み護岸」（中尾ほか，2002）

⇒琵琶湖全域規模での繁殖場推定にあたり、「砂礫底」と設定
（2005）
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考 察

①繁殖場成立要因の見直し①繁殖場成立要因の見直し

■植生

アンケート調査（アンケート調査（20072007）では、オオクチバス産卵情報）では、オオクチバス産卵情報3131例のうちヨシ例のうちヨシ
帯がある場所は帯がある場所は1818例、ない場所は例、ない場所は1010例、不明は例、不明は33例、ブルーギル産卵例、ブルーギル産卵
情報情報5252例のうちヨシ帯がある場所は例のうちヨシ帯がある場所は3030例、ない場所は例、ない場所は1717例、不明は例、不明は55
例であった。しかし、内湖や河川を除き琵琶湖に限った場合、オオク例であった。しかし、内湖や河川を除き琵琶湖に限った場合、オオク
チバス、ブルーギルいずれもヨシ帯がない場所の情報数のほうがあるチバス、ブルーギルいずれもヨシ帯がない場所の情報数のほうがある
場所を上回った。場所を上回った。

⇒ヨシ帯の縁辺部は繁殖場の条件としては用いない（2007）

「（オオクチバス）周囲に必ずヨシや水草、木の根、人工廃棄物や桟
橋等の障害物がある」（全内協，1992）

「（ブルーギル）ヨシ帯の辺縁部から少し沖合部にかけて」（寺島，
1980）

⇒琵琶湖全域規模での繁殖場推定にあたり、「ヨシ帯の縁辺部」と設
定（2005）
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考 察

①繁殖場成立要因の見直し①繁殖場成立要因の見直し

■波浪

アンケート調査（アンケート調査（20072007）では、オオクチバス、ブルーギルともに琵琶）では、オオクチバス、ブルーギルともに琵琶

湖内で相対的に波浪が強いと判断される場所では全く産卵情報は得ら湖内で相対的に波浪が強いと判断される場所では全く産卵情報は得ら
れなかった。れなかった。

⇒従来どおり、「波浪の影響を受けないこと」と設定（2007）

「（オオクチバス）強い波浪の影響を受けず、かつ水通しのよいとこ
ろ」（淀，2002）

「（ブルーギル）このような場所は、風や波の影響を受けにくく、遊

泳能力が低い状態で産卵床を離れるブルーギルの稚魚にとっては好適
な場所であると推察されている。」（環境省(編)，2004）

⇒琵琶湖全域規模での繁殖場推定にあたり、「波浪の影響を受けない
こと」と設定（2005）
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考 察

②繁殖場マップの更新②繁殖場マップの更新

水深分布水深分布水深分布

底質分布底質分布底質分布

（図：水資源機構琵琶湖開発総合管理所資料より引用）

波浪分布波浪分布波浪分布

「水深約「水深約1.5m1.5mよりより
浅い水域」浅い水域」

「砂礫底」「砂礫底」

「波浪の影響を「波浪の影響を
受けない」受けない」

（港・河口・内湖
も考慮）
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考 察

③既往情報との比較③既往情報との比較
外来魚外来魚((ブルーギル・オオクチバスブルーギル・オオクチバス))の主なの主な産卵場産卵場

(注意) この図に示した地点以外に、 内湖湖岸や河川・水

　　　　路の流れの緩い場所、港・船溜、湾入部などは外来

　　　　魚の産卵場となる可能性が高い。

　　　 産卵床の多くは水深1.5m以浅の砂礫浜、ヨシ帯に

　　　　作られていた。一部人工護岸や、水深2.5m前後の

　　　　落ち葉などの堆積物にも作られていた。

　　　　

現地調査により得られた知見を元に、湖岸の状況を形状、

植生等から類型化し作成した推定産卵場(平成13年)。

湖北町延勝寺

　(ヨシ帯)

西浅井町岩熊～月出

(ヨシ帯、砂礫浜)
西浅井町大浦～菅浦

(砂礫浜、薄いヨシ帯)

今津町桂

(薄いヨシ帯)

新旭町針江(ヨシ帯)

安曇川町南舟木(ヨシ帯)

近江八幡市切通し舟溜付近

　　　　　　　　　　　　　(砂礫浜)

近江八幡市牧町(ヨシ帯)

草津市下物町烏丸半島

　　　(砂礫浜)

草津市山田町付近

　(ヨシ帯)

大津市におの浜

　(なぎさ公園人工護岸)

過去の調査等で産卵床が確認された地点

産卵場となる可能性が非常に高い地点

産卵場となる可能性が高い地点

大津市堅田～木の岡町

　　　　　(ヨシ帯)

滋賀県水産試験場

滋賀県水産課

外来魚外来魚((ブルーギル・オオクチバスブルーギル・オオクチバス))の主なの主な産卵場産卵場

(注意) この図に示した地点以外に、 内湖湖岸や河川・水

　　　　路の流れの緩い場所、港・船溜、湾入部などは外来

　　　　魚の産卵場となる可能性が高い。

　　　 産卵床の多くは水深1.5m以浅の砂礫浜、ヨシ帯に

　　　　作られていた。一部人工護岸や、水深2.5m前後の

　　　　落ち葉などの堆積物にも作られていた。

　　　　

現地調査により得られた知見を元に、湖岸の状況を形状、

植生等から類型化し作成した推定産卵場(平成13年)。

湖北町延勝寺

　(ヨシ帯)

西浅井町岩熊～月出

(ヨシ帯、砂礫浜)
西浅井町大浦～菅浦

(砂礫浜、薄いヨシ帯)

今津町桂

(薄いヨシ帯)

新旭町針江(ヨシ帯)

安曇川町南舟木(ヨシ帯)

近江八幡市切通し舟溜付近

　　　　　　　　　　　　　(砂礫浜)

近江八幡市牧町(ヨシ帯)

草津市下物町烏丸半島

　　　(砂礫浜)

草津市山田町付近

　(ヨシ帯)

大津市におの浜

　(なぎさ公園人工護岸)

過去の調査等で産卵床が確認された地点

産卵場となる可能性が非常に高い地点

産卵場となる可能性が高い地点

大津市堅田～木の岡町

　　　　　(ヨシ帯)

滋賀県水産試験場

滋賀県水産課滋賀水試滋賀水試 オオクチバス実績（オオクチバス実績（20062006--20072007））

ブルーギル実績（ブルーギル実績（20062006--20072007））

実績情報なし実績情報なし

実績情報なし実績情報なし

ｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱｱﾝｹｰﾄ・ﾋｱ
ﾘﾝｸﾞ情報なしﾘﾝｸﾞ情報なし

(注意)この図に示した地点以外に、内湖湖岸や河川･
水路の流れの緩い場所、港･船溜、湾入部などは外
来魚の産卵場となる可能性が高い。


